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⑥ 大変おそくなりましたが ， 9 月の総会で決められた 事項を中心におと 

ど けいたします。 

⑥ 明年から事務局が 名古屋大学理学部に 移ります。 しぱ らくは大阪市立 

大学でも残務事項を 取扱います。 

会費納入 の お願い 

学会の会計が 会費滞納のため ，大変苦しくなっています。 

物価値上りの 折りで恐縮ですが ，会費の前納にど 協力下さるよう 

お願い致します。 

尚 ，会費は同封赤色振替用紙にてお 払い込み下さい。 
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Ⅰ 第 7 回大会について 
  

第 7 回大会は名古屋において 行なわれますが ，準備委員会ではその 大綱を下記の 如く 決 

めました。 細部については 多少の変更があ るかも知れません。 会期は 4S 年度よりもかな 

り 早く， 6 月となりました。 会員各位の準備には 多少不都合かとも 存じま す が， 50 年度 

以降の春季開催移行の 可能性を含んだ 上て， 然も余りに早くたりすぎないように 配慮した 

つもりてす。 また，発生生物学会の 特長を充分に 生かす意図から ，一般講演を 1 会場で行 

た 9 事に踏みきりました。 努めて専門覚の 講演にも参加されるよ ウか頗レ 致します。 尚詳 

細は次号でお 知らせ致します。 

- - - 一 口 己 

会期・日程 : 昭和 49 年 6 月 20 日 休 ) 2 1 日， ( 金 ) 2 2 日㎝ ) の 8 日間 

会 場 : 産業貿易 館 ( 名古屋市中区丸の 内 ) 

会 費 : 1,5 0 0 円 他し，学生院生は 1,00 0 円 ) 

内 容 : 一般講演 1 人 20 分 ( 質問を含む )  , 1 会場 

夜間には招待講演，小分科会，懇親会たどを 開く用意あ り。 

他し ， @ 般 講演の申込 数 をみてから決定 ) 
申込え旬 : 講演申込書送付は 2 月頃 ， 戸切は 8 月初旬 

準備委員会 : 福山正雄 ( 椙 山女子大 ) , 大木健 市 ， 波磨 忠雄，高田健姉，小嶋 学 ，排出所 

爾 ，伊藤道夫，石崎 宏矩 ，大西 英爾 ( 名犬 ) , 斎藤多久馬 綬 知県発達障害 研 ) , 田中 達 

也 ( 愛知県ガンセンタ 一 ) 

連絡事項は大西 英爾 又は石崎妖姫 鮨 。 464  名古屋市千種区不老町名古屋大学理学部 

生物学教室 ) 

Ⅱ 第 6 回総会および 第 8 回運営委員会報告 

運営委員会は ， 9 月 8 日，午前 10 時 より正午まで ，京都文化教育会館にて 1 0 名の運 

営 委員が出席して 開かれた 0 そこての審議事項については ，同日午後，開かれた 総会にて 

報告，審議されたので ，ここに一括報告する。 総会は，柳沢嘉一郎氏を 議長として進めら 

れた 0 主な内容は次の 通りであ る。 
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から編集主幹が 福山正雄氏から 岡田節人氏に 交替すること ，また，編集委員は ，現在の 

ノ ンが一が当分の 間，留任することが 報告された。 引き続いて，新編集主幹の 挨拶が行 

なおれ，編集 事 ，務の簡略化と 優秀た原稿をさらに 集める努力をしたいとの 所信が述べ ろ   
れた。 

② 単 ・行体委員会報告。 

  会長から， 単ヂ捧 委員 ゑ 委員長は，岡田節人氏から 金谷崎大底に 交替するむね 報告され 

  
た 。 なお，各委員の 選考は新委員長および 会長に委任された。 

③事務局報告が 初島幹事長池よって 行なわれた。 その中で，事務局が 昭和 49 年 1 肩 よ 

り，大阪市立大学から 喀 古屋上学理学部に 移転すること ，新幹事長には ，大西夷 爾氏 が 

あ たることが報告された。 
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事 ) , 耕田 研爾氏 ( 会計幹事 ) で，新事務局の 理 営 が行なわれることにたった。 コ 

④昭和 47 年度決算かよび 昭和 48 年度予算案について ，小谷合引幹事由り 報告された。 

  決算 げ c 一 @ いては，池田章氏から 監査結果の報告がなされた。 

総会は，決算かよび 予算案を承認したっ     
  詳細は，別記会計報告 (3 ～ 4 頁 )   を参照されたい。   

⑤次期大会 鰯 7 回 ) の開催地は名古屋と 決定され，主催地側から 大西夷 爾 氏の挨拶が 

そヲ校 われた。   

  
( 詳細は 1 頁を参照されたい。 ) 

（ 庶務幹事記 ) 
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  皿 会計 鍬 。 省 - 昭和   4 7 年・ 度決 ; 算 

収 入 の 剖㍗ 支 出 の 部 

前年・ 度 ; 繰越金 l,d0 ・ 1,962  DGD  曲 ・。 別 製本質   2,582,000 」 

会   費   1,908,437 VollS ， ， fS ， S 428,000     
脆 4  1.115 冊 00     

D  G  D  売 上。 1,688784     Vwl@ 14@ X@@   589,000       

発生生物学誌 前年度売掛金 85,500 ， 怖 2  400 ， 000 

岩波，・，単行本売上 比 0Q4,768  .DGD  編集送本貫                 
銀 牙 U        年 13%  87             発生生物学誌 推 2 5     

ァ 一 行 
印刷費 1 DGDRR パ汐 ノット 1,034,800 

広     " と 代 金 85,000   分 一 キ ュ． ラ ー・ - 

DGD  文部省助成金 (S4 の 260.000  事 : 務 局 経 費 632,032         
佐藤氏記念論文金著者負担金 415.000  大 会 準 備 金 60,000 

発生生物学誌 別刷代金 50 ， 855  等 5 回大会講演要旨印刷費 189,260     
及川論文 色 刷 伏 竹， 800 選挙管理委員会経費 9,000   

塞金一部繰入                                         200,000 運営委員会経費 2,470 

第 ‥ 5  回大会費よ り 76,000  岩波単行本 書 籍 料 109,760 

編集局 ( 老大 ) 前年度残高 16,457 執 筆 料 894,100 

編 集 料 ( エ イジング ) 6  0,0  0  0   4,070 

  て 「 拷 めま 8"  」および 目 発生、 、 主 60 ， 000     
- 一 @ 口 十 6,833,120  返 金 5,500 

    
市 大 事 務 局 へ 136,000 

り Ⅹ 計 6,716,364 
  

次 年 度 繰 越 金 1,116,756     

          計 ． 6,883,120 
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会計報告 昭和 4 8 年度予算案， 

  

収 入 の 部 支 出 の 部 

1.  前 年 度繰 越金 1,116,756  1.  D  G  D  印刷製本 費 1,200 ， 000 

2.  会 費 1,9000  00 Vo1 1 4 , 施坑 4 

8.  D  G  D  売 ・ 上 1,700 ル 00  2,  D  G  D  印刷製本 費 2,200 ， 000 

4.  岩波単行本収入 870 ， 0  00 Vo@1@ 1@ 5@ ,@X@1@*@4 

5. DGD  交割 洛励 成金 (S47)  270 ， 000  8.  D  G  D  編集送本 費 550 ， 000 

6.  銀 行 利 子 80 ， 000  4.  Embryobogia 158,000 

Vol 1 (200 部 ) 印刷費 

  
一 キュラ ー 費用，，委員会 

旅費，幹事手当たど ノ 

印 刷 送 本 費 

IV  D G D 編集主幹を指名されて 

DGD 編集主幹であ る梶山先生が 学会の会長に 選出されました 結果，編集主幹として 任 

期 途中であ る同先生が主幹を 退かれるという 事態が生じ， 9 月に開かれました 運営委員会 

において福山会長 よ り り 畦が編集主幹をひきつ ぐよう御 指名を受けました。 佐藤忠雄， 椙 

山 正雄 両 先生の非常な 努力により，もはや 巻数も 15 を数え，国際的にもゆるぎのない 伝 

統 と地位を確立してかります DQD の編集主幹をお 引受けしますのは ，誠に身に余りあ る 

光栄なことであ ります。 このよ ウな 重要な業務を 遂行するには ，最少限ででも ，いくらか 

の資質をそたえていることが 必要でしょう。 小生は，どのような 点をとりましても 必要最 

少 限の資格にも 程遠く，正直なところ ，今もって，このよ ゥた 重要な役をお 引受けするこ 
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とへの実感すらわかない 次第であ ります。 幸 い なことに 現 編集委員の方が 1974 年末ま 

でそのまま止まられますし ，また 椙 出双主幹を助けてこられました 小嶋幹事がそのまま 労 

をか とり頂くことになりましたし ，この上は会員各位の 御援助を迎ぎっ つ ，たんとか努力 

を 重ねた いと 考えてかります。 

い う までもなく DGD の取扱います 範囲の研究について ，研究者数，論文数の 昨今 佛 
加は著しいものがあ ります。 同じ分野における 雑誌も最近いくらか 新刊されております。 

このまうな状勢 て ，すでに 巻 15 を重ねました DGD の役割はますます 重要になりっ つる 

  

ると考えられます。 何卒，会員各位から 論文の寄稿を 頂き唆すよ ゥ お願いします。 

DQD の編集につきましても ，いろいろ改良すべき 点が多いかと 思います。 会員各位か 

らの遠慮の臆 相 @ 見をおまちしています。 何分，主幹として 資質ゼロ以下の 小生であ り 
ますので，まずは 目標をしぼりまして ，せめて，寄稿された 論文の印刷までの 手続きの 円 滑 のための事務的能率の 向上あ たりのところを ，諸外国瑠佳話の 編集事務な ど も 
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岡 田 節 人 

Y  D G D 原稿の取扱いについて 
  

1 2 月 5 日，名古屋において ，福山主幹の 招集にて DQD 編集委員会をもらました。 

  1 9 74 年度は在京都の 岡田が編集主幹を 担当します。 それに併存 ゥ 諸編集事務の 能率化 

をはかると共に ，よ り よ い雑誌への実行可能な 企画について 論議を行ないました。 とりき 

めました事項にっき 報告します。 

0 寄稿された原稿は 原則として次の 手続きをへて 印刷する。 

山原稿は 1 974. 年 1 月 1 日以後は，京都市左京区北白川 京都大学理学部生物物理 

学教室，岡田節人 宛 送付のこと。 投稿規定から 著しく逸脱した 原稿，文章 上 著しく 不 

備 であ ると判断される 原稿は著者に 返却し，再提出を 求める。 
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(2) レフ ，，リー 2 名に原稿の審査を 編案主幹から 依頼する。 レア ヱり 一の選定に当って 

は編集委員と 相 議 するととがあ る。 

(3@ レフ ヱリ ・一の返事を 得て採否を決定。 必要在ら著者に 改正を求める。 原則として 1 

ケ月 以内付 3@ での ステタブ を終るように 努める。 

(4) 採択された論文を 挺 丈 校閲者に送付する。 かたり大きな 英史上に改正を 必要とする 

ものについては 著者に校閲 癬め 負担 榔娃 願いすることがあ る。 

(5) 英文校閲の終った 論文は在名古屋の 幹事 卸 、 嶋 華氏 ) へ 送付。 印刷上必要な 製作を 

打た 汽ノ 
(6@  行な 1 号外輪文を印刷所に ゥ 。 送付。 "  ,   

(7) 校正は印刷所 づ 著者 づ 編集主幹～印刷所の 順 て 回付する。 
(8). 製本，発送。 

  

(9) 別刷については 印刷所から著者へ 直接請求するよう 印刷所と交渉中。 ( なか， 1974 

年 より別別代の 値上げがあ ります。 ) 

0 投稿規定の一部の 変更 

Ⅲ論文本文上部，コピー 2 部，図は原図 1 部，コビー ( これは鉛筆書きなどでよい ) 

2 部を提出して 頂く。 これは上記の 手続きの円滑化のためです。 

(2@ 印刷無料寄贈 50 部分を 1974 年 よ り廃止する。 これは，すでに 印刷所より印刷 

料 値上げを予告されて 知り，経費節約のためやむをえたい 処理ですので 御諒鰍 下さい。   
付記 

DGD への広告掲載を 求めて休ます。 雑誌刊行の経費捻出のためやむをえたい 処理の 

一 つ であ りますめで，，会員各位の 御関係につき 依績 下されば幸です。 料金その他につい 

ては岡田までお 問合わせ下さい。 

1 9 74 年 DGD 主幹 

岡田節人証 



          

Ⅵ 研究機関紹介 ( その 5 ) 
  

東京都老人総合研究所 

当 研究所は，老人病と 老化に関して 医学・生物学的見地から 研究するのみならず ，老人 

問題をも総合的に 研究し，東京都の 老入福祉対策を 推進するための 科学的背景とたる 研究 

機関として，昭和 4 7 年 5 月に設置されたは ; 田 邦夫所長 ) 。 

研究部門は，現在，生物細胞・ 組織 ) , 基礎病理 鰯 1 . 第 2) , 臨床病理 笘 ㍉・ 

第 2) , 生化学 描 魔笛 1 , 第 2 , 臨床第 1 . 第 2) , 薬理 礫理 ) , 生理⑪ 礎第 t 。 

第 2 , 臨床第 1 . 第 2) , 心理 ( 心理・精神医学 ) , 社会組合，社会福祉・ 統計調査 ) , 

疫学 笘ぎ 1 . 第 2)  , リハビリテーシ 。 ン 医学 C 運動・障害・ 言語聴覚 ) , 総合鱈子顕 
  

微鏡 ・ラジオアイソト 一 プ ，電子計算機・ 動物 ) の 1 1 研究部 (2 9 研究室 ) と栄養学 お 

よび看護学の 2 研究室の計 3 1 研究室 て 構成されている。 各研究室は室長 1 , 研究員 2 , 

研究助手 8 の基本学位からなってかり ，研究員は大学院，の 博士課程修了程度のもの ，研究 

助手は東京都の 公務員試験ひて 卒 程度 ) の合格者が採用されている。 現在，室長以上の 幹 

部 所員の大半は MD であ る。 

研究所の性格からして ，研究内容も 老人を対象としたものが 多いが，基礎部門では 研究 

対象をかなり 広い範囲からとりあ げている。 研究所には，長期・ 短期のプロジェクト 研究 

があ り，「百方老人の 生活史」，「細胞 かょび 細胞間物質と 老化」，「老化の 生物学的， 

医学的，社会学的背景」，「各器官系における 老ィヒ の パ ラメーター」，「老年者の 死亡 か 
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  生物学部の細胞研究室では ，①血管壁透過性の 変化に よ る表皮細胞増殖の 調節，②表皮 

細胞の傷口からの 遊走に対する 血清の効果と 年会との関係，③肝細胞の 加舎に対する 肝再 

生の影響，④ 短 寿命動物の加舎現象，⑥如今現象として 上皮細胞に現われる 免疫学的変化， 

⑥組織・器官の 成長と退化および 可 移植性の加舎変化，組織研究室ては ，①細胞 死 と組織 

化の基礎的研究，②ホルモン 標的細胞の増殖・ 分化と加舎，③集団密度と 老化の生物学的 

研究が行われ ， 両 研究室共同で ， " 加 令の指標の生物学的検討 " がなされている。 

基礎病理第 1 研究室では，の 骨髄構造と造血，②高金老骨 能の病理形態学的研究， 
  

③人骨 粗髭 症の形態学的研究，① 加 令の肝細胞核酸代謝におよぼす 影響，⑥如今の 末梢 赤 
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血球におよぼす 影響，⑥赤血球形成不全症 潅が 埋れ 毛妹芽囲 の 核内 DNA 量 ，第 2 研究室 

    
臨床病理第 1 研究室ては，胃癌の 結合形式と癌の 予後に関する 研究が j 第 2 研究室ては， 

老年者における 神経系の研究，腎の 加舎に関する 研究が進められている。 

生化学部の基礎第 1 研究室は主として 脂質の生化学で・ ，脂質過酸化物の 研究，血球の 糖 

脂質の研究，脳の 脂質の研究がかこなわれ ，第 2 研究室で は ，① DNA の repl,i;ahon 

機構と商 ヒ 現象，② DNA 合成 糸 酵素の量的および 質的変化と老化現象，③複合体蛋白質 

と DNA の相互作用およびその 特異性，④肝癌培養細胞の 増殖促進因子の 研究，⑤骨組織 

内に生ずる 腸 上皮化成に関する 研究，⑥発生過程にかけ ろ KNA 依存性 DNA 杏成 酵素が， 

臨床 第 1 研究室では，①動脈の 粥状硬化症の 発症・進展機構の 血漿脂質代謝面上りの 究明，     

②コラ ダ ナーゼの作用機構，③糖尿病とインシュリン 作用が，第 2 研究 窒 では @   宵の代謝 

に関連した研究がおこなわれてかり ，骨基質の面からと ， 力ルシゥム 代謝の面とから 追求 

されて 播 り，他に，老化と 下垂体性腺機能も 検討されている。 

薬理学研究室では ，①副腎皮質ステロイドの 副作用発現機構および 副作用の制御の 研究， 

②組織修復機能の 加 今 に伴 ラ 変動とぞの機構，⑨老台者に 多 レ 縮合経病変の 成因とその薬 

理学的制御の 研究がかこなわれている。 

理 掌理 杢蛭筒 三里 窒睾 では，①体温および 循環調節を中心とした 生体調節機構におよ   
ぼす 加 令の影響，②交感神経細胞の シ ナプス伝達と 加舎，③老化と 睡眠物質の研究，①皮 

膚弾性におよぼす 加 令の影響，第 2 研究室では，老人の 自律神経機能の 生理学的解明の テ   
一 ％ 17, 叩に多数の関連課題が 研究されている。 臨床 第 1 研究室は，消化系器官，特に 肝 ・ 

胆道の生理機能の 加 今 による変化とぞの 個体の老化に 対する影響，慢性肝，胆道疾患の 病 

態生理とその 対策㏄研究が・ ，第 2 研究室では，動脈硬化症と 血液凝固性の 充 進 との関連に 

ついて追求さ 21. ている。 

  総合研究部 フ電顕室 c@ では，①脊椎動物心筋細胞の 比較形態学，②ヒドラにかける エイジ 

ングの細胞学的研究，③ ショゥジ " ゥパエ における子孫分離 此 にみられる加舎現象の 細胞 

学的研究が， R 王室では，①ラジカル 反応と老化，②老化制御物質の 研究が同位元素を 利 

用しておこなわれており ，動物 室 では実験動物に 関する各種の 研究が在されている。 

以上の他に，東京都養育 院 附属病院の医師が 多数，兼務研究員として 研究に従事してい 

る 。 (SE 村 哲郎 記ソ 
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  高校教育レベルの 発生生物学 

立教 高等学校 柏原 宏 

高等学校では 昭和 48 年度の一年生から ，カリキュラムの 抜本的改革 ふ 実施されており ， 

理科については 基礎理科，生物 (1..1) , 化学 ，物理 ）   (1. Ⅱ ツ ，地学 C@.   
Ⅱ ) と 多様化され，その 中から 6 単位を履修すればよいことにたっている。 

生物学に限っても 従来の教科内容と 時間配当について 全面的な改革かたされ ，新指導要 

領 により，大部分の 教科書と高校が 生物 1 (8 学位 ) のみで高校生物が 完了する ヵり キュ 

ラムを組んでいるが ， 週 5 時間 はビえ どの 車 生が履修していた 頃 に比べるとその 改革も大 
  

幅なものと言えよ ゥ 。 そして授業と 実習を通して 探求に参加することに よ り入間形成に 有 

意義な生物教育を 行 ゥ とする新指導要領の 目標は，反面従来らしに 困難 た 立場に置かれて 

いる。 ナ なわち，生物Ⅰでは 生態学と分子遺伝学の 大部分を除いた 残りの専門分野を 新構 

想に塞 いて総括的にしかも 従来 よ りは 1 時間減少して 週 8 時間で行 9 ヵ リ 峯                       

なされ，それには 知識量を多く 扱ウ タイプ と設 間や実習の多い 2 つのタイプの 教科書が準 

伸 されている。 一方，生物 且 では生態学と   分子遺伝学と 課題研究とかちなる 教科書が多く ，   

その間，発生生物学に 関連する単元内容は ， 新 。 旧 カリキュラムの 比較を試みても ，生物 

ⅠおよびⅡの 教科内容を占める 専門分野簡の 相対的な位置づけからも ，また実習や 課題研 

究に取り上げられている 例数比較からも 大幅にその内容が 減少していったと 言うても過言 

ではあ るまい 0 
  

高校教育レベルに appeal すべき発生生物学分野からの principle とか成果が他の 分 

野に比較すると 相対的には少なくなりっ っ あ るからだろうか。 高校レベルに 於て，思考実 

      験や実習という 授業形態を通して 探求の過程に 参加てきるような 発生生物学からの 教材が 

減少したと考えてよいのたろ うか 。 約 5% 令前後で完了するように 計画せね ば ならたい実   

習㎝姉物 1) とか，特定テーマを 総合・連続的に 探求 オる 課題研究，仕物 丑 ) に於て ，実 

際には従来実施困難であ った生体によるニワトリ ，ウニ・カエルなどの 発生観察という 古 

典 的実習を除外すると ，新しい事項は 殆 ん どたいのであ るが，これは 高校レベルで 実現可 

能な実験テーマの 開発がされにくれからなのだ るウか 0 私はそめどれでもないと 思って い 

るが，しかし 又 ，実習とか講義をどのよう た 取扱ったらよいかと 現場てよく質問を 受ける 

のも発生生物学関係であ るのも事実であ る。 ， 
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十指におよぶ 新教科書には 広い研究分野から 多数の執筆者が 参加し，おのかの ュヱ - タ 

な 編集方針をうち 出しているなかて ，発生生物学関連分野がとのま ム でよいのめ 珪 失計に値 

するよ ウ に思われる 0 高校レベルの 生物教育の充実のために 研究者が，アメリカ BSC8 , 

イギリスのナフィールドのように 教科書や実験書の 編集，指導たどに 積極的に参加しつつ あ り， S%,O 且 P . 実験材料などの 情報伝達方式の 開発に努力したり あ 

節高訓練のための 各種研修会 ゃ Open Uviuersity 方式を試みっつあ る昨今，会員の 皆 

様の高校教育に 対するさらに 積極的な参加を 切望しているのが 現場の雰囲気であ ろ ゥ 0 

Ⅷ 会 貫 変 動 
  

1) 新 入 会 員 (1 9 7 8.4.1 4  以降入会 ) 

下記①は研究主題もしくは 関心のあ る事項②は研究材料名   
池田満里子慶 応 大， 生 ① 波動物胚の初期発生 ( 細胞分裂から 分化へ ) 

石井 三郎福島医大， 附 ，中央研， 細 ①細胞培養 ②プラナリア 
胞 科学 

伊藤 隆造 東京医科歯科大， 医 ，第 2  ①脊椎動物 発生学 全般 
解 

大畠 明子 関西医科大，教養 ①細胞性粘菌の 形態形成 

加藤 秀 生 東京教育大， 理 ， 動 ①群体 ボャ にかける群体間癒合反応 

金光 晶東京都神経科総合研究所 ①神経発生②ニワトリ ，マウス   

川合進二郎 京 都 大， 理 ， 植 ①細胞性粘菌の 分 ィヒ について 
  

栗山 下手東 京 大， 理 ， 生 ①微小管重合 ②ウニ ，脳 

廣野 宏臣愛知コロ き 発達障害研究所 ①中枢神経系の 異常発生②マウス 

清水宏次愛知コロ ニづ芭達 障害研究所①   

高橋延昭 北海道大，水産，淡水増殖①軟体動物の 卵形成に関する 電子顕微鏡学的研 
学 究 ② ヒザ ナガイ 他 

  

中江 薫夫 京都大， 理 ， 動 ①両生類の原腸陥入 

中西 信夫 東京都文人， 理 ， 生 ①昆虫生理学②カイコ 

馬屋 原 宏 京 都大， 理 ， 動 ① a 両生類初期発生 b 露顕細胞化学 
②ツメガエル 他 
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大川 東 澄 横浜市立大，文理， 生   
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高嶋庸一郎 大 阪 大， 医 ， 2 解 

牧野 彰 吾 埼玉県立農業高校 

      道端 斉 新潟大， 理 ， 生 

三輪五十二 東 北 大， 理 ， 生 

愛 媛 大， 医 ， 第 t 解 

埼玉県立川越高校 65 の埼玉 尉 i 越南部 2 の 6 

東 大 ， 理 ， 動   

茨 城 大 ，教養，圭 

渡辺 敦 九 九 州 大， 理 ， 生 
    広島大学原爆放射能医学研究所 放射線誘発癌研究部門 
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